
六
一

東
洋
民
俗
博
物
館
の
建
物
に
つ
い
て

西
　
田
　
貫
　
人

は
じ
め
に

　

近
鉄
奈
良
線
菖
蒲
池
駅
か
ら
北
西
に
五
〇
〇
ｍ
ほ
ど

の
池
畔
の
丘
（
図
1
）
に
東
洋
民
俗
博
物
館
が
建
っ
て

い
る
（
写
真
1
）。
こ
の
博
物
館
は
約
一
五
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
二
階
建
て
の
建
物
（
竣
工
時
は
平
屋
）
で
、

大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
（
後
の
近
畿
日
本
鉄
道
）
に

よ
っ
て
、
開
設
さ
れ
た
あ
や
め
池
遊
園
地
の
拡
充
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
五

月
に
奈
良
線
敷
設
の
事
故
者
慰
霊
を
契
機
に
、
交
流
が

あ
っ
た
九
十
九
豊
勝
の
収
集
し
た
東
洋
、
日
本
の
歴
史
、

芸
術
、
考
古
、
民
俗
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
展
示
・
保

管
し
て
い
る
。

　

九
十
九
豊
勝
や
収
蔵
品
に
つ
い
て
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
特
異
性
が
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
建
物
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
注

写真 １　東洋民俗博物館

菖蒲池

近鉄菖蒲池駅

東洋民俗博物館

富士文庫

50 m

図 １　配置図



六
二

目
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
本
論
で
は
、
そ
の
建
物
の
特
徴
と
空
間
構
成
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
竣
工
時
の
図
面
が
な
く
、
雑
誌
発
表
も
行
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
写
真
や
実
測
の
結
果
か
ら
竣
工
当
時
の
建
物
の
構
成
を
考
察
す

る
。

近
畿
日
本
鉄
道
の
沿
革

　

東
洋
民
俗
博
物
館
に
つ
い
て
論
ず
る
前
に
、
ま
ず
近
畿
日
本
鉄
道
の
歴
史
を
概
観

し
て
お
き
た
い
。

　

近
畿
日
本
鉄
道
の
母
体
と
も
い
え
る
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
は
、
一
九
一
〇

（
明
治
四
三
）
年
九
月
一
六
日
に
大
阪
と
奈
良
を
結
ぶ
路
線
を
敷
設
す
る
た
め
奈
良
軌

道
株
式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
同
年
一
〇
月
一
五
日
に
大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社

（
以
下
、「
大
軌
」
と
略
称
）
と
改
称
し
た
。
大
軌
は
、
大
阪
と
奈
良
を
最
短
距
離
で

連
絡
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
質
の
変
化
や
湧
水
、
落
盤
事
故
な
ど
様
々
な
難
工
事

の
末
に
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
に
両
地
を
隔
て
る
生
駒
山
系
を
ト
ン
ネ
ル
で
貫
く

旧
生
駒
ト
ン
ネ
ル
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
工
事
を
請
け
負
っ
た
大
林
組
は
工
費

を
肩
代
わ
り
し
、
自
身
の
経
営
を
危
う
く
し
な
が
ら
も
施
工
を
完
遂
し
た
。
以
降
、

大
軌
・
近
鉄
の
建
設
工
事
は
ほ
と
ん
ど
同
社
が
受
注
し
て
い
る
。
一
九
一
四
年
に
最

初
の
路
線
で
あ
る
上
本
町
駅
（
現
・
大
阪
上
本
町
駅
）－

奈
良
駅
（
現
・
近
鉄
奈
良

駅
）
間
の
約
三
一
㎞
を
五
五
分
で
結
ん
だ
。

　

一
九
一
六
年
以
降
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
好
景
気
も
あ
り
、
大
軌
の
経
営
は

順
調
に
推
移
し
、
路
線
延
伸
を
進
め
る
積
極
経
営
を
展
開
す
る
。
ま
ず
、
一
九
二
三

年
に
西
大
寺
か
ら
橿
原
神
宮
に
い
た
る
現
在
の
橿
原
線
が
全
通
、
次
い
で
大
阪
か
ら

橿
原
神
宮
へ
の
短
絡
を
目
指
し
て
、
足
代
（
現
・
布
施
）
か
ら
八
尾
を
経
て
桜
井
へ

い
た
る
路
線
（
現
・
大
阪
線
）
を
一
九
二
七
年
に
開
通
さ
せ
た
。

　

大
軌
は
、
伊
勢
神
宮
へ
の
連
絡
を
目
指
し
、
一
九
二
〇
年
に
は
八
木
か
ら
宇
治
山

田
ま
で
の
路
線
を
出
願
し
た
。
別
会
社
の
参
宮
急
行
電
鉄
株
式
会
社
（
以
下
、「
参

急
」
と
略
称
）
を
設
立
し
、
一
九
三
一
年
三
月
に
桜
井
・
宇
治
山
田
間
を
全
通
さ
せ

る
。
一
九
三
六
年
に
大
軌
・
参
急
は
、
名
古
屋
へ
の
乗
り
入
れ
を
目
指
し
、
伊
勢
電

気
鉄
道
を
合
併
し
て
、
関
西
急
行
電
鉄
を
設
立
し
、
一
九
三
八
年
六
月
に
大
阪
・
名

古
屋
間
を
結
ん
だ
。

　

以
降
、
戦
時
中
の
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
よ
り
周
辺
の
鉄
道
会
社
と
次
々
と
合

併
し
て
、
さ
ら
に
一
九
四
一
年
三
月
に
は
大
軌
が
参
急
を
合
併
し
て
、
関
西
急
行
鉄

道
へ
再
編
さ
れ
、
一
府
四
県
に
総
延
長
約
四
三
七
㎞
の
路
線
を
有
す
る
私
鉄
と
な
っ

た
。
一
九
四
三
年
に
大
阪
鉄
道
、
一
九
四
四
年
に
南
海
電
鉄
と
合
併
し
、
近
畿
日
本

鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
、
私
鉄
で
は
日
本
最
大
級
の
規
模
（
約
六
三
九
㎞
）
と
な
っ

た
が
、
終
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
、
過
大
規
模
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
海
電
気
鉄
道

へ
旧
南
海
鉄
道
の
路
線
を
譲
渡
し
、
関
西
急
行
鉄
道
時
代
の
路
線
網
に
復
し
た
。
そ

の
後
、
奈
良
電
気
鉄
道
（
一
九
六
三
年
）、
信
貴
山
鉄
道
（
一
九
六
四
年
）、
三
重
電

気
鉄
道
（
一
九
六
五
年
）、
東
大
阪
生
駒
電
鉄
（
一
九
八
六
年
）
と
合
併
し
、
現
在
の

路
線
は
二
七
社
を
統
合
し
て
形
成
さ
れ
た
。
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
に
近
鉄
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
社
名
を
変
更
し
、
会
社
分
割
に
よ
り
、
鉄
軌
道
（
近

畿
日
本
鉄
道
）、
不
動
産
、
ホ
テ
ル
・
旅
行
、
流
通
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
継
承
さ
せ
持
株

会
社
制
に
移
行
し
た①
。



六
三

近
畿
日
本
鉄
道
の
土
地
開
発
と
付
帯
事
業

　

日
本
で
は
電
鉄
会
社
は
、
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
沿
線
で
の
住
宅
地
開
発
や
遊
園
施

設
の
設
置
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
デ
パ
ー
ト
の
開
設
と
い
っ
た
付
帯
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
大
軌
は
客
層
の
多
く
が
参
拝
・
観
光
で
あ
る
た
め
、
当
初
は
付
帯
事
業
に
消

極
的
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
土
地
住
宅
経
営
や
百
貨
店
の
開
業

と
い
っ
た
沿
線
開
発
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た②
。

　

大
軌
の
遊
園
地
の
開
発
と
し
て
は
菖
蒲
池
と
生
駒
山
上
の
二
か
所
が
あ
る
。
大
軌

は
、
奈
良
時
代
に
は
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
長
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
奈

良
市
東
郊
の
菖
蒲
池
に
着

目
し
、
一
九
二
六
（
大
正

一
五
）
年
六
月
に
あ
や
め

池
遊
園
地
を
開
園
し
た
。

菖
蒲
池
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
一
九
一
四
年
（
大
正

三
年
）
の
奈
良
線
開
通
に

先
立
つ
一
九
一
一
年
に
、

池
周
辺
の
開
発
方
法
に
つ

い
て
、
菖
蒲
池
が
位
置
す

る
伏
見
村
と
契
約
を
し
て

い
る
。
そ
の
契
約
内
容

は
、
池
の
水
利
権
は
村
側

に
存
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
灌
漑
用
水
と
し
て
の
水
質
保
持
を
念
書
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
遊
園

地
の
開
発
は
す
ぐ
に
は
行
わ
れ
ず
、
一
九
二
三
年
に
駅
が
設
置
さ
れ
、
一
九
二
五
年

九
月
に
起
工
、
翌
年
六
月
に
駅
の
北
側
の
遊
園
地
が
開
園
に
至
っ
た
（
図
2
）。

　

ま
た
、
生
駒
山
遊
園
地
も
同
時
期
に
開
発
さ
れ
た
。
こ
の
遊
園
地
は
、
一
九
二
二

年
の
生
駒
鋼
索
鉄
道
の
合
併
に
端
を
発
す
る
。
同
鉄
道
は
生
駒
山
聖
天
宝
山
寺
へ
の

参
拝
の
た
め
に
、
日
本
最
初
の
営
業
用
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
と
し
て
一
九
一
八
年
に
開
業

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
大
軌
は
、
宝
山
寺
か
ら
さ
ら
に
三
〇
〇
ｍ
以
上
登
っ
た
生
駒

山
山
頂
付
近
ま
で
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
延
ば
し
、
一
九
二
九
年
三
月
に
第
一
期
工
事
と

し
て
山
を
開
き
遊
園
地
を
造
成
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
三
年
に
は
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の

建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
に
依
頼
し
南
方
の
隣
接
地
を
敷
地
と
す
る
「
生
駒
山
嶺

小
都
市
計
画
」
を
設
計
さ
せ
た
が
、
道
路
形
状
だ
け
を
別
荘
地
と
し
て
採
用
す
る
こ

と
に
と
ど
ま
り
、
一
九
三
九
年
に
は
生
駒
山
観
光
ホ
テ
ル
を
建
設
し
た
。
そ
の
他
に

も
戦
前
、
大
軌
は
百
貨
店
事
業
や
土
地
住
宅
経
営
な
ど
の
付
帯
事
業
を
行
い
、
事
業

を
拡
大
し
た
。

あ
や
め
池
遊
園
地
と
東
洋
民
俗
博
物
館

　

あ
や
め
池
遊
園
地
は
、
駅
の
北
側
に
広
が
る
菖
蒲
池
周
辺
の
、
約
一
九
万
平
方
メ

ー
ト
ル
の
土
地
を
利
用
し
た
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
駅
の
南
方
で
は
炭

酸
鉱
泉
が
湧
き
出
し
た
こ
と
か
ら
一
九
二
九
年
に
あ
や
め
池
温
泉
場
を
開
設
し
、
あ

わ
せ
て
周
辺
の
社
有
地
を
住
宅
地
と
し
て
の
開
発
も
行
わ
れ
た
。
あ
や
め
池
遊
園
地

の
開
設
に
向
け
て
、
設
計
は
当
時
大
阪
市
公
園
課
長
を
務
め
て
い
た
椎
原
兵
市
に
委

嘱
さ
れ
た
。
椎
原
は
、
官
職
に
あ
り
な
が
ら
も
、
同
時
期
に
枚
方
遊
園
や
千
里
山
花

図 2　開園当初のあやめ池遊園地案内図

心ぷ’べ真
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六
四

壇
、
名
張
遊
園
の
整
備
計
画
に
関
わ
っ
て
い
る
。
椎
原
は
、
新
世
界
ル
ナ
パ
ー
ク
や

千
日
前
楽
天
地
な
ど
の
娯
楽
施
設
に
批
判
的
で
あ
り③
、
こ
れ
ら
の
「
俗
化
」
を
忌
避

し
て
「
園
芸
趣
味
」
を
活
か
し
た
「
健
全
」
な
娯
楽
施
設
と
し
て
の
遊
園
地
を
啓
蒙

と
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
当
初
の
あ
や
め
池
遊
園
地
は
、
椎
原
が
「
自
然
の
特

徴
を
そ
の
ま
ま
發
揮
せ
し
む
る
よ
う
に④
」
と
示
し
た
通
り
、
菖
蒲
を
は
じ
め
と
す
る

草
花
の
植
栽
と
池
が
作
る
風
致
を
主
体
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
園
内
の
娯

楽
施
設
は
、
花
菖
蒲
園
や
演
芸
場
、
遊
具
を
備
え
た
小
運
動
場
、
動
物
舎
、
花
壇
、

屋
外
劇
場
な
ど
が
あ
り
、
池
に
は
ボ
ー
ト
が
浮
か
べ
ら
れ
て
い
た
。
あ
や
め
池
遊
園

地
は
、
開
園
当
初
か
ら
戦
後
の
一
九
四
九
年
ま
で
入
場
料
を
取
ら
ず
、
遊
園
地
を
囲

む
柵
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
椎
原
の
考
え
に
則
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　

開
園
後
も
、
旅
客
誘
致
施
設
の
拡
充
を
継
続
的
に
行
な
っ
て
お
り
、
開
園
し
た
翌

年
の
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
成
田
不
動
尊
、
料
理
旅
館
、
市
川
右
太
衛
門
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
の
撮
影
所
が
設
置
さ
れ
た
。
博
物
館
の
開
設
も
こ
の
拡
充
の
一
環
と
し

て
企
画
さ
れ
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
五
月
に
東
洋
民
俗
博
物
館
が
開
館
し
た
。

同
館
は
、
日
本
の
歴
史
、
芸
術
、
考
古
、
民
俗
な
ど
に
関
す
る
資
料
を
蒐
集
し
、
保

管
、
展
示
す
る
目
的
で
、
大
軌
や
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
人
類
学
者
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

ス
タ
ー
ル
博
士
の
協
力
の
も
と
、
九
十
九
豊
勝
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
（
写
真
2
）。

開
館
当
初
は
、
創
設
者
の
豊
勝
の
個
人
運
営
で
あ
っ
た
が
、
博
物
館
資
料
の
散
逸
を

防
ぐ
た
め
、
財
団
法
人
を
設
立
し
、
一
九
五
三
年
に
文
部
省
に
認
可
さ
れ
、
二
〇
一

〇
年
に
は
、
奈
良
県
か
ら
一
般
財
団
法
人
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。
あ
や
め
池
遊
園
地

は
、
博
物
館
が
開
館
し
た
後
、
一
九
三
二
年
頃
に
遊
園
地
入
り
口
か
ら
博
物
館
の
前

ま
で
結
ぶ
「
子
供
の
汽
車
」
が
整
備
さ
れ
、
同
年
頃
に
園
内
に
「
子
供
の
国
」
が
設

図 3　１９3５年以降のあやめ池遊園地・温泉場御案内（東洋民俗博物館所蔵）
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六
五

け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
遊
戯
機
械
や
子
供
向
け
の
設
備
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
九
三
五
年
に
は
菖
蒲
池
の
北
側
に
半
島
状
の
敷
地
を
「
魔
法
の
島
」（
写
真
5
）
と

名
付
け
開
発
し
、
子
供
の
汽
車
が
「
魔
法
の
島
」
ま
で
延
長
さ
れ
た
（
図
3
）。
そ
の

後
も
、
空
中
観
光
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
水
上
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場

な
ど
が
建
ち
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
が
、
少
子
化
や
レ
ジ
ャ
ー

の
多
様
化
、
大
阪
に
新
た
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
で
き
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
二
〇
〇

四
年
六
月
に
閉
園
と
な
っ
た
。

　

あ
や
め
池
遊
園
地
の
跡
地
は
、
閉
園
し
た
翌
年
の
二
〇
〇
五
年
か
ら
地
元
住
民
代

表
、
学
識
経
験
者
、
奈
良
市
、
近
鉄
グ
ル
ー
プ
ら
か
ら
な
る
「
あ
や
め
池
遊
園
地
跡

地
利
用
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
、「
水
辺
や
緑
な
ど
あ
や
め
池
の
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
を

継
承
・
活
用
し
、
四
季
や
自
然
に
応
答
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
あ
や
め
池
を
中
心
と

し
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
も
と
に
、
人
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
二
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
、
住
宅
、
教
育
施
設
、
商
業
施
設
な
ど
を
設

置
す
る
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
順
次
、
ま
ち
開
き
が
行
わ
れ
た
。

東
洋
民
俗
博
物
館
は
、
あ
や
め
池
遊
園
地
の
施
設
が
次
々
と
取
り
壊
さ
れ
た
中
、
当

時
の
状
態
を
残
し
現
在
も
開
館
し
て
い
る
唯
一
の
施
設
で
あ
る
。

九
十
九
豊
勝
と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ル
に
つ
い
て

　

九
十
九
豊
勝
（
一
八
九
四

－

一
九
九
八
）（
写
真
6
）
は
、
兵
庫
県
に
あ
る
浄
土
宗

の
寺
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
幼
少
の
こ
ろ
寺
か
ら
、
大
阪
の
薬
問
屋
を
経
営
す

る
中
前
家
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
。
豊
勝
は
自
分
の
子
供
の
こ
ろ
の
話
を
あ
ま

写真 2　竣工時の外観（東洋民俗博物館所蔵）

写真 3　１９５５年頃の外観（東洋民俗博物館所蔵）

写真 ４　現在の外観

写真 ５　園内の魔法の島の様子



六
六

り
好
ま
ず
、「
わ
し
の
誕
生
日

は
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
が
三
つ

も
あ
る
幸
運
な
星
の
元
で
生

ま
れ
た
ん
だ
。
寺
が
貧
乏
だ

っ
た
の
に
次
々
に
子
供
が
生

ま
れ
て
檀
家
に
遠
慮
し
て
わ

し
を
寺
か
ら
出
し
た
ん
だ
ろ

う
」
と
子
供
た
ち
に
話
し
て

い
る
。

　

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
、
豊
勝
は
早
稲
田
大
学
在
学
時
に
シ
カ
ゴ
大
学
教
授
の

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ル
博
士
（
一
八
五
八

－

一
九
三
三
）
が
来
日
し
た
際
に
、

自
ら
志
願
し
て
助
手
兼
通
訳
と
な
り
、
以
後
ス
タ
ー
ル
博
士
の
民
族
調
査
に
し
ば
し

ば
同
行
し
た
。

　

ス
タ
ー
ル
は
、
人
類
学
と
民
俗
学
に
興
味
を
持
ち
、
ア
メ
リ
カ
自
然
史
博
物
館
の

動
物
行
動
学
と
民
俗
学
の
学
芸
員
を
行
い
、
そ
の
後
に
シ
カ
ゴ
大
学
で
人
類
学
の
教

授
と
し
て
、
コ
ン
ゴ
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
研
究
を
深
め
た
。
一

九
〇
四
年
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
展
覧
会
の
野
外
民
族
展
示
館
に
ア
イ
ヌ
を
招
く
た

め
に
初
来
日
し
た
後
、
日
本
へ
の
興
味
を
急
速
に
つ
の
ら
せ
、
一
九
三
三
年
に
亡
く

な
る
ま
で
に
一
五
回
日
本
を
訪
れ
た⑤
。

　

豊
勝
は
、
ス
タ
ー
ル
と
と
も
に
富
士
山
な
ど
の
山
岳
信
仰
調
査
に
も
加
わ
っ
て
お

り
、
こ
の
時
の
蒐
集
し
た
富
士
山
に
関
す
る
資
料
は
、
富
士
文
庫
と
呼
ば
れ
る
博
物

館
の
別
棟
に
保
管
さ
れ
た⑥
。
そ
の
他
に
も
全
国
を
回
り
、
郷
土
玩
具
や
魔
除
け
、
農

具
な
ど
の
民
族
資
料
の
蒐
集
を
手
伝
う
う
ち
に
、
民
俗
学
、
中
で
も
性
の
研
究
と
蒐

集
に
特
に
興
味
を
持
ち
、
各
地
の
道
祖
神
な
ど
性
に
由
来
す
る
信
仰
に
関
心
を
持
っ

て
収
集
し
た
資
料
は
、
博
物
館
の
収
蔵
品
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

東
洋
民
族
博
物
館
の
展
示
物
は
、
ど
の
よ
う
に
蒐
集
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
も
の

が
多
く
あ
る
が
、
大
半
が
一
九
二
八
年
に
博
物
館
が
開
館
し
た
時
の
も
の
で
あ
り
、

九
十
九
豊
勝
の
蒐
集
し
た
も
の
と
、
開
館
に
合
わ
せ
、
ス
タ
ー
ル
博
士
が
全
国
の
愛

好
家
に
呼
び
か
け
、
蒐
集
し
た
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

展
示
物
は
大
き
く
日
本
の
民
俗
資
料
、
外
国
の
民
俗
資
料
、
豊
勝
の
研
究
室
に
あ

る
性
に
関
す
る
資
料
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
数
は
、
一
万
点
ほ
ど
あ
る
。
ま
た
、

博
物
館
の
運
営
を
行
う
中
で
、
展
示
台
や
展
示
物
の
移
動
な
ど
は
、
よ
く
行
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
博
物
館
で
は
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

展
示
資
料
や
レ
イ
ア
ウ
ト
、
展
示
台
、
解
説
に
い
た
る
ま
で
、
九
三
年
前
の
開
館
当

時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

東
洋
民
俗
博
物
館
の
建
物

　

博
物
館
の
本
館
は
、
池
を
見
下
ろ
す
丘
陵
地
に
建
設
さ
れ
た
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
建
物
で
あ
る
（
写
真
4
）。

　

所
有
者
の
手
元
に
図
面
は
な
く
、
設
計
者
、
施
工
者
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
、「
日

本
近
代
建
築
総
覧⑦
」
へ
記
載
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
写
真
や
実
測
の
結
果
か

ら
建
物
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
う
。

　

建
物
の
構
成
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
書
斎
と
い
っ
た
部
屋
を
中
心
に
Ｌ
字
型
に
展

示
室
が
配
さ
れ
た
、
左
右
対
称
の
平
面
を
持
つ
シ
ン
プ
ル
な
平
面
と
な
っ
て
い
る
（
図

5
）。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
円
柱
や
外
壁
の
上
部
に
付
け
ら
れ
た
帯
状
の
装
飾

写真 ６　�九十九�豊勝�
（東洋民俗博物館所蔵）



六
七

で
あ
る
コ
ー
ニ
ス
（
軒
蛇
腹
）（
写
真
9
）
が
施
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
み
ら
れ

る
。

　

こ
の
コ
ー
ニ
ス
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
柱
頭
、
窓
の
格
子
な
ど
の
装
飾
に
は
、
鋸
歯

（
三
角
形
を
連
続
し
組
み
合
わ
せ
た
模
様
）
状
の
も
の
や
斜
線
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ザ

イ
ン
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
幾
何
学
模
様
、
直
線
的
・
機
能
的
な
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
九

一
〇
年
代
か
ら
流
行
し
た
セ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
、
当
時
の
流
行
に
則
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
角
形
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
玄
関
の
上
部
の
窓
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
内
部
の
ニ
ッ
チ
の
上
部
に
取
り
付
け
た
も

の
と
し
て
残
っ
て
い
る
（
図
6
）。

　

外
壁
は
、
ド
イ
ツ
壁
と
呼
ば
れ
る
モ
ル
タ
ル
掃
き
付
け
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
腰
壁
に
は
荒
い
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
凹
凸
に
よ
る
細
か
い
陰
影
を
生

み
出
す
味
わ
い
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
の
玄
関
の
両
脇
に
は
、
人
物
や
太

陽
を
あ
し
ら
っ
た
ギ
リ
シ
ア
風
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
あ
し
ら
わ
れ
、
直
線
的
な
デ

ザ
イ
ン
の
外
観
の
中
で
、
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
（
図
7
・
8
）。

　

竣
工
当
初
、
展
示
室
に
天
井
ス
ラ
ブ
は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
屋
根
に
天
候
に
よ

っ
て
開
け
閉
め
が
で
き
る
回
転
式
の
強
化
ガ
ラ
ス
が
は
め
ら
れ
て
い
た
（
写
真
7
）。

し
か
し
、
屋
根
が
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
の
室
戸
台
風
で
壊
れ
た
た
め
、
切
妻
の

屋
根
に
変
更
さ
れ
、
新
た
に
天
井
が
張
ら
れ
現
在
の
様
相
と
な
っ
た
。

　

竣
工
当
時
の
建
物
を
確
認
で
き
る
図
面
は
、
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

博
物
館
所
蔵
の
当
時
の
写
真
と
石
膏
で
で
き
た
竣
工
イ
メ
ー
ジ
の
模
型
（
写
真
11
）

で
確
認
す
る
と
内
部
か
ら
天
井
を
撮
影
し
た
画
像
（
写
真
7
）
に
は
キ
ン
グ
ポ
ス
ト

ト
ラ
ス
で
支
え
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
天
井
の
様
子
が
確
認
で
き
、
現
在
の
建
物
内
の
壁
面

の
工
事
跡
や
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
展
示
台
の
様
子
か
ら
、
床
か
ら
高
さ
三
ｍ
の
位
置

に
軒
桁
を
回
し
、
切
妻
状
の
ガ
ラ
ス
の
天
井
を
架
け
、
そ
れ
が
見
え
な
い
よ
う
壁
面

写真 7　竣工時の天井の写真（東洋民俗博物館所蔵）

写真 8　現在の展示室の様子

写真 ９　外壁のコーニス

写真１0　展示室のニッチ



六
八

で
覆
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
屋
外
か
ら
は
画
像
や
模
型
の
よ
う

に
陸
屋
根
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
考
察
す
る
。
ま
た
、
竣
工
時
や
一
九
五
五
年
頃

の
写
真
で
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
柱
の
周
り
に
レ
ン
ガ
が
積
ま
れ
て
お
ら
ず
、
下
に

行
く
に
つ
れ
細
く
な
る
柱
が
露
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
現
在
は
装
飾
の
施
さ
れ
て
い

な
い
窓
に
取
り
つ
け
て
い
る
が
、
当
時
は
、
コ
ー
ニ
ス
や
柱
頭
と
合
わ
せ
た
三
角
形

の
デ
ザ
イ
ン
が
さ
れ
た
窓
枠
で
あ
っ
た
（
写
真
3
）。

　

室
内
は
、
室
と
室
を
装
飾
が
施
さ
れ
た
石
材
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
緩
や
か
な

ア
ー
チ
に
よ
っ
て
開
放
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
展
示
室

に
は
ニ
ッ
チ
（
写
真
10
）
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
展
示
室
側
の
ニ
ッ
チ
に
は
奥
に
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
見
え
る
よ
う
に
配
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
小
さ
な
空
間
に
広
が
り

を
も
た
ら
す
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
（
図
9
・
10
）。

　

展
示
室
内
で
は
、
創
立
時
の
展
示
ケ
ー
ス
が
九
〇
年
近
く
経
っ
た
現
在
も
使
わ
れ

て
い
る
。
現
在
物
置
と
な
っ
て
い
る
二
階
は
後
に
増
築
さ
れ
た
も
の
で
、
竣
工
当
初

は
収
蔵
庫
が
な
く
、
展
示
型
収
蔵
の
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
室
内

に
資
料
は
一
万
点
近
く
展
示
さ
れ
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
空
間
と
な
っ
て
い
る
（
写

真
8
）。

　

東
洋
民
俗
博
物
館
の
南
西
に
は
、
九
十
九
豊
勝
の
収
集
し
た
富
士
山
に
関
係
す
る

資
料
を
保
存
す
る
富
士
文
庫
と
呼
ば
れ
る
建
物
が
建
っ
て
い
る
（
写
真
12
・
13
）。
現

在
理
事
長
で
あ
る
九
十
九
弓
彦
に
よ
る
と
、
こ
の
建
物
は
九
十
九
豊
勝
が
自
ら
設
計

に
携
わ
り
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に
竣
工
し
た
と
い
う
。
建
物
は
一
七
㎡
程

写真１１　竣工イメージ模型（東洋民俗博物館所蔵）

0m 5m

図 ４　富士文庫　平面図

写真１2　富士文庫�入り口

写真１3　富士文庫の内観

乏



六
九

度
の
一
室
で
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
の
簡
素
な
木
造
建
物
で
あ
る
（
図
4
）。
現
在
、
こ

の
建
物
は
周
囲
を
雑
木
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
が
、
敷
地
が
高
い
場
所
に
位
置
す
る
こ

と
か
ら
、
竣
工
時
は
菖
蒲
池
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

東
洋
民
俗
博
物
館
の
今
後
に
つ
い
て

　

東
洋
民
俗
博
物
館
は
、
現
在
は
九
十
九
豊
勝
の
ご
子
息
で
あ
る
弓
彦
（
一
九
四
四

－

）

が
、
一
九
八
一
年
に
二
代
目
理
事
長
と
な
っ
て
い
る
が
、
博
物
館
の
理
事
や
監
事
そ

れ
に
評
議
員
な
ど
の
役
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
問
題
な
ど
か
ら
、
数
年
後
の
解
散
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
に
つ
い
て
は
、
他
館
へ
の
寄
贈
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
本
館
の
魅
力
は
収
蔵
品
に
つ
い
て
の
貴
重
性
だ
け
で
な
く
、
建
築
物
や
展
示

方
法
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
も
、
文
化
価
値
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

い
か
に
し
て
継
承
し
て
い
く
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る
。

　

こ
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な
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齢
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や
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と
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た
問
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、
様
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な
場
所
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ら
れ
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う
か
。

参
考
文
献
・
図
版
・
引
用

①　

石
田　

潤
一
郎　
「
村
野
藤
吾
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
―
近
鉄
か
ら
見
た
」（
二

〇
一
七
）『
村
野
藤
吾
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
：
「
近
鉄
」
の
建
築
と
図
面
資
料
』
二
〇

－

二

一　

国
書
刊
行
会
出
版

②　

石
田　

哲
也　
「
世
界
で
進
行
す
る
都
市
化
の
傾
向
と
都
市
開
発
戦
略
（
そ
の
4
）
～

日
本
の
沿
線
都
市
開
発
事
例
～
」（
二
〇
一
九
）
国
土
交
通
政
策
研
究
所
報
第
七
一
号�

二
〇
一
九
年
冬
季　

一
二
八

－

一
四
三　

国
土
交
通
省
国
土
交
通
政
策
研
究
所
発
行

③　

安
野　

彰　
「
明
治
後
期
か
ら
昭
和
初
期
の
大
阪
近
郊
に
お
け
る
遊
園
地
と
花
柳
街

―
都
市
娯
楽
施
設
の
史
的
研
究
―
」（
二
〇
〇
四
）
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演

梗
概
集
（
北
海
道
）
四
〇
七

－

四
〇
八

④　

安
野　

彰　
「
戦
前
期
に
お
け
る
あ
や
め
池
遊
園
地
の
開
発
と
変
容
」（
二
〇
〇
一
）

二
〇
〇
〇
年
度
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
研
究
報
告
集　

五
七
七

－

五
八
〇

⑤　

木
下　

直
之　
「
連
載　

世
の
途
中
か
ら
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と　

本
日
休
館
・
近
日
開

館
」（
一
九
九
七
）『PA

N
O
RA
M
IC�M

A
GA
ZIN
E�IS�N

o.76

』
五
二

－

五
三　

ポ

ー
ラ
文
化
研
究
所
発
行

⑥　

ス
タ
ー
ル
と
豊
勝
の
富
士
山
の
登
山
の
様
子
は
岡
本
一
平
（
岡
本
太
郎
）
の
漫
画
に

も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
験
は
、
次
男
の
名
前
に
富
士
を
捩
っ
た
「
不
二
麿
」
と
名

付
け
る
ほ
ど
、
豊
勝
に
と
っ
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦　

大
濱　

亮
一　
「
日
本
近
代
建
築
総
覧　

各
地
に
遺
る
明
治
大
正
昭
和
の
建
築
」（
一

九
八
〇
）
日
本
建
築
学
会
編
者

⑧　

九
十
九　

弓
彦　
「
東
洋
民
俗
博
物
館
の
歩
み
」（
二
〇
二
〇
）『
関
西
大
学
博
物
館
彙

報　

阡
陵
80
巻
』
関
西
大
学
博
物
館
編
集　

八

－

一
一

⑨　

九
十
九　

弓
彦　
「
東
洋
民
俗
博
物
館
あ
れ
こ
れ
」（
二
〇
〇
七
）
私
家
版

⑩　

大
阪
電
気
軌
道
株
式
会
社
三
十
年
史
（
一
九
九
二
）
日
本
経
済
評
論
社
出
版

⑪　

西
田　

貫
人　
「
東
洋
民
族
博
物
館
の
建
物
」（
二
〇
二
一
）『
関
西
大
学
博
物
館
彙
報　

阡
陵
83
巻
』
関
西
大
学
博
物
館
編
集　

一
四

－

一
五

⑫　

図
2
・
写
真
5　
「
近
畿
日
本
鉄
道
80
年
の
あ
ゆ
み
」（
一
九
九
〇
）
近
畿
日
本
鉄
道

株
式
会
社
発
行
か
ら
引
用



七
〇

A'A

B

B’

0m 5m

展示室

展示室

エントランス
ホール

事務室

研究室
（旧暗室）

竣工時

図 ５　東洋民俗博物館　平面図

図 ６　東洋民俗博物館　断面イラスト

ヘ

L
 

/J̀
 

J
 

X 

------



七
一

▼GL

0m 5m

▼GL

0m 5m

図 7　東洋民俗博物館　南東立面図

図 8　東洋民俗博物館　南西立面図

［コロ

ロロ
== == 



七
二

0m 5m

▼GL

展示室

0m 5m

▼GL

展示室 展示室

図 ９　東洋民俗博物館　A-A'断面図

図１0　東洋民俗博物館　B-B'断面図




